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東北大学のコンテンツ収集方針

国立情報学研究所平成17年度CSI委託事業報告交流会

東北大学附属図書館

学術情報発信WG

佐藤初美

平成17年度の計画

各種コンテンツのうちレア・コンテンツを核とした電子化及びメタデータ作成

本学研究者の研究成果のみならず、本学図書館が所蔵する特色あるレア・コレク
ションの収集・電子化・組織化を行い、世界的に貴重で有用なコンテンツを発信す
る。具体的には以下のコンテンツ作成を優先的に行う。

①研究成果：理工系を主体とした学位論文、紀要論文、学会発表論文等
②レア・コレクション：江戸期以前の古典籍・古地図、漱石文庫等

大学情報データベース（大学DB）等との連携調査
大学が進めている関連データベースとの連携について、方法、作業時期、内容な
どについて関連部局と調整し、来年度以降の具体的な作業に向けて必要なシス
テムなどの各種調査及び開発を行う。



2

実施内容

各種コンテンツのうちレア・コンテンツを核とした電子化及び
メタデータ作成

①研究成果：理工系を主体とした学位論文要旨集の電子化
→35,000ページ(6,307件)

②レア・コレクション：江戸期以前の古典籍・古地図の電子化
→古典籍10点、古地図42点

狩野文庫の絵はがきコレクション電子化
→9,300枚

作業用機材の購入

学位論文の例
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絵ハガキの例

古典資料の例



4

その他

機関リポジトリをテーマとした総合研修会の実施

平成１７年度図書館職員総合研修会において、「機関リポジトリ」をテー
マとしNIIを含む外部から講師を招聘し講演会を開催した。これには東北
地区の他館からも多数の参加を得た。

システム説明会の実施

平成１８年２月２日に「DSpace」のパッケージ販売元であるソラン株式
会社とヒューレットパッカードから業者を招き、東北地区の他館にも呼び

かけて合同説明会を開催した。

平成18年度の予定

システムの導入

学内体制の確立

コンテンツの拡充

→ 東北大学の特色が打ち出せるコンテンツ

機関リポジトリとしての方向を大学として定める


